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八
重
山
民
謡
の
稽

古
で
、
定
期
的
に

石
垣
島
の
師
匠
の

も
と
を
訪
ね
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今

や
石
垣
島
は
「
旅

行
先
」
と
い
う
よ

り
「
帰
っ
て
き
た
」
と
感
じ
る

場
所
に
な
っ
た
。
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
と
は
別
に
、
心
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
な
る
土
地
が
で
き
る

こ
と
は
、
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
▼
訪
島
の
際
に
、
自
治

労
石
垣
市
職
労
の
事
務
所
に
立

ち
寄
る
の
も
、
私
の
楽
し
み
の

一
つ
だ
。
神
戸
の
土
産
を
手
に
、

新
た
に
縁
の
で
き
た
こ
の
場
所

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
へ

の
感
謝
と
、
日
々
の
組
合
活
動

へ
の
激
励
の
気
持
ち
を
伝
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
▼
遠
く
兵
庫

の
地
か
ら
、
自
分
た
ち
の
組
合

活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
人

が
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
決
し

て
楽
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

組
合
活
動
に
励
む
役
員
の
心
を
、

少
し
で
も
明
る
く
す
る
こ
と
に

つ
な
が
れ
ば
嬉
し
い
▼
全
国
組

織
自
治
労
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

個
人
の
さ
さ
や
か
な
趣
味
も
ま

た
、
遠
く
離
れ
た
人
と
人
を
結

ぶ
味
わ
い
深
い
も
の
に
な
っ
て

い
く
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。
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10日　春の公共交通確立キャンペーン
（阪急伊丹駅前）

11日　連合兵庫2026地域活性化フォーラム
（ラッセホール）

当面の日程

ジェンダーギャップ

大  植　賢（豊岡市職労）

　県本部は３月16日、春
闘期の知事申し入れを
行った。尾西亮太郎委
員長が齋藤元彦知事に

「賃金引き上げと労働条
件の改善に関する要求
書」を手交（写真）、①
公務職場の人材確保に
向けた賃金改善②会計
年度任用職員の処遇改
善を訴えた。会計年度
の課題では、「自治体で
は半数以上を占めている
ところもある。これでは自
治体機能が十分に発揮
できない」と強調した。
　知事は「インフレが続
く中で、賃金や労働条件
を考えていかなければな
らない。人材確保については、みなさんと
同様、県も大変苦労している。中途採用
や地元出身者へのアピールなど、工夫をお
互いに進めていくしかない。ともに協議し
ながら課題を解決していきたい」と述べた。

　

県
本
部
現
業
評
議
会
は
２
月
27
～
28
日
、
淡
路
市
・
津
名

ハ
イ
ツ
に
お
い
て
、
県
内
13
単
組
よ
り
50
人
参
加
の
も
と
２

０
２
６
現
業
交
流
集
会
を
開
催
、
現
業
公
企
闘
争
に
向
け
た

意
思
統
一
を
は
か
っ
た
。
交
流
集
会
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
全
国
状
況
、
職
種
の
課
題
、
災
害

対
応
の
取
り
組
み
な
ど
を
共
有
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
平
瀬
勲

議
長
は
「
要
求・交
渉
に
取
り
組

ん
だ
単
組
で
は
、
新
規
採
用
を

勝
ち
取
っ
た
結
果
が
報
告
さ
れ

て
い
る
一
方
、
要
求
書
の
提
出

や
交
渉
を
実
施
し
て
い
な
い
単

組
も
多
く
存
在
し
て
お
り
、
産

別
闘
争
と
し
て
結
集
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。
ま
た
、
民
間
委
託

導
入
後
の
業
務
の
検
証・
分
析

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
再
公

営
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
。
そ
し
て
現
業
職
場
は
定
数

職
場
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し

定
数
の
点
検
に
取
り
組
む
こ
と

も
重
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
県
本
部
戎
剛

副
委
員
長
を
講
師
に
招
き
「
30

分
で
わ
か
る
自
治
労
春
闘
」
を

テ
ー
マ
に
現
業
組
合
員
が
押
さ

え
る
べ
き
４
つ
の
視
点
で
講
演

を
受
け
春
闘
の
取
り
組
み
を
確

認
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
尼
崎
市
職
労
・
村
上
誠
さ

ん
、
神
戸
市
従
・
青
木
慎
吾
さ

ん
、
吉
岡
正
輝
さ
ん
、
徳
留
慎

治
さ
ん
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
全
国
・
近

畿
地
連
で
の
現
状
や
今
後
の
災

害
対
応
を
含
め
た
取
り
組
み
を

述
べ
、
参
加
者
全
員
で
確
認
し

た
。
共
通
課
題
と
し
て
は
、
人

員
不
足
、
職
員
の
高
齢
化
と
民

間
委
託
の
進
行
に
伴
う
直
営
の

機
動
性
・
安
全
性
低
下
が
あ
げ

ら
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
現
業
賃
金
と
闘

争
サ
イ
ク
ル
、
労
働
安
全
衛
生

の
２
つ
の
分
科
会
を
開
催
し
交

流
を
深
め
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
具
体
的
な
活
用
術

を
学
習
。
参
加
者
は
、
自
己
流

で
は
な
い
「
Ａ
Ｉ
の
癖
」
を
捉

え
た
活
用
法
や
、
録
音
デ
ー
タ

か
ら
の
議
事
録
作
成
、
法
令
集

を
読
み
込
ま
せ
た
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
要
求
書
作
成
な
ど
、

実
務
へ
の
応
用
可
能
性
を
学
ん

だ
。「
Ａ
Ｉ
を
武
器
に
、
よ
り
質

の
高
い
組
合
活
動
を
め
ざ
し
た

い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　

県
本
部
公
共
民
間
協
は
２
月

28
日
、県
本
部
会
議
室
で
２
０
２

６
春
闘
学
習
会
を
開
催
し
、
６

単
組
15
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
大
野
敏
隆
議
長
は
、

物
価
高
騰
下
の
厳
し
い
情
勢
に

お
い
て
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
民
間
労
働
者
の
処
遇
改
善

が
不
可
欠
」
と
強
調
し
た
。

　

苅
田
洋
介
事
務
局
長
が
春
闘

方
針
を
提
起
し
、
１
月
の
全
国

討
論
集
会
で
確
認
さ
れ
た
方
針

に
基
づ
き
、
全
て
の
労
働
者
の

底
上
げ
を
は
か
る
意
義
を
歴
史

的
背
景
か
ら
紐
解
き
、
団
結
を

呼
び
か
け
た
。

　

後
半
の
「
研
修
会
」
で
は
、

　

県
本
部
町
職
連
協
は
２
月
28

日
に
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
町

職
交
流
集
会
を
開
催
し
た
。

　

集
会
冒
頭
、
石
田
義
浩
議
長

は
「
本
日
の
集
会
で
組
合
員
し

か
利
用
で
き
な
い
自
治
労
共
済

の
優
位
性
を
活
用
し
た
加
入
推

進
や
、
各
単
組
の
福
利
厚
生
事

業
の
意
見
交
換
を
組
織
強
化
に

い
か
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

講
演
で
は
「
自
治
労
共
済
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
石
井
希

佳
じ
ち
ろ
う
共
済
兵
庫
県
支
部

事
務
局
長
が
「
組
合
員
し
か
利

用
で
き
な
い
『
じ
ち
ろ
う
共

済
』
は
使
わ
な
い
と
も
っ
た
い

な
い
」
と
提
起
し
た
。

　

次
に
各
町
職
単
組
の
福
利
厚

生
事
業
や
脱
退
者
対
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

組
合
員
か
ら
は
、
交
流
会
や

旅
行
、
部
活
動
支
援
な
ど
の
交

流
に
関
す
る
要
望
が
多
い
一
方

で
、「
福
利
厚
生
は
拡
充
し
て

ほ
し
い
が
、
組
合
費
は
上
げ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
相
反
す

る
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

3月16日 知事申し入れ

人
材
確
保
を
強
く
要
請

「
地
元
ア
ピ
ー
ル
な
ど
工
夫
し
た
い
」

AI活用した組合活動
議事録作成、法令参照
公共民間協春闘学習会

現業交流集会

職
種
ご
と
の
課
題
共
有

高
齢
化
、民
営
化
で
機
動
力
低
下

町職交流会

福
利
厚
生
を
組
織
強
化
に

部
活
支
援
、旅
行
実
施
単
組
も

ディスカッションで全国や近畿の状況を共有●上上
主催者あいさつを行う平瀬議長

司会を務める国広事務局長
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戦
争
さ
せ
な
い
、
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
兵
庫
県
実

行
委
員
会
は
３
月
５
日
、「
新

た
な
戦
前
は
許
さ
な
い
！
兵
庫

憲
法
集
会
」
を
新
長
田
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
羽

柴
修
弁
護
士
は
、「
総
選
挙
で

衆
院
に
巨
大
与
党
が
誕
生
し
た

が
、
改
憲
発
議
を
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
運
動
を
積
み
上
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
」と
訴
え
た
。

　

５
月
３
日
の
憲
法
集
会
の
プ

レ
集
会
と
位
置
づ
け
た
集
会
で

は
、
自
民
党
が
圧
勝
し
た
総
選

挙
後
の
憲
法
問
題
と
運
動
の
課

題
に
つ
い
て
、
日
本
体
育
大
学

の
清
水
雅
彦
教
授
の
講
演
に
学

ん
だ
。
清
水
さ
ん
は
高
市
政
権

の
動
向
を
あ
げ
、「
専
守
防
衛
、

武
器
輸
出
禁
止
、
非
核
３
原
則

と
い
っ
た
平
和
の
た
め
に
築
い

て
き
た
も
の
を
形
骸
化
さ
せ
て

い
る
」
と
指
摘
。
今
後
想
定
さ

れ
る
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
制
定

の
動
き
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
法
案
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な

い
が
「
政
治
家
・メ
デ
ィ
ア
な
ど

社
会
の
中
枢
に
入
っ
て
い
る
極

左
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人

を
洗
い
出
す
」
と
い
っ
た
政
党

の
発
言
や
、
統
一
教
会
に
よ
る

促
進
運
動
が
あ
り
、
危
機
感
を

持
っ
た
対
応
を
呼
び
か
け
た
。

　

改
憲
勢
力
が
国
会
の
多
数
を

占
め
る
な
か
、「
労
組
と
市
民
、

野
党
の
共
闘
が
必
要
」
と
ま
と

め
た
。

　

自
治
労
は
２
０
２
４
年
に
組

合
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
性
的
指
向
・

性
自
認
）
に
関
す
る
対
応
指
針

を
策
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
本
部
は
３
月
18
日

に
組
合
員
の
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に
つ
い

て
の
理
解
と
差
別
に
対
す
る
認

識
を
深
め
る
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

法
連
合
会
の
神
谷
悠
一
代
表
理

事
を
講
師
に
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
学

習
会
を
開
催
し
た
。

　

神
谷
代
表
理
事
は
講
演
で

「
２
０
２
５
年
に
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に

関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
既
に

法
律
で
措
置
義
務
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
今
年
10
月
か
ら
は

顧
客
や
取
引
先
等
か
ら
の
カ
ス

ハ
ラ
防
止
対
策
も
措
置
義
務
と

な
り
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
強

要
や
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
禁
止

が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
典
型
例
と

明
記
さ
れ
た
。
各
職
場
の
点
検

活
動
を
通
じ
て
、
防
止
措
置
の

徹
底
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

　

２
月
16
日
、
衛
生
医
療
評
議

会
は
、
昨
年
12
月
に
提
出
し
た

「
公
立
病
院
機
関
及
び
保
健
衛

生
機
関
へ
の
支
援
な
ど
に
関
す

る
要
請
」
に
基
づ
き
、
兵
庫
県

に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
今
回

の
協
議
で
は
、
要
請
項
目
の
う

ち
次
の
３
点
を
重
点
項
目
と
し

て
取
り
上
げ
た
。

　

公
立
病
院
の
経
営
悪
化
へ
の

対
応
に
つ
い
て
必
要
な
財
政
支

援
を
拡
充
す
る
よ
う
求
め
、
地

方
交
付
税
措
置
の
あ
り
方
や
、

人
事
院
勧
告
相
当
の
賃
上
げ
が

未
実
施
と
な
っ
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
、
県
の
認
識
と
対
応
を

質
し
た
。

　

続
い
て
２
次
医
療
圏
の
調
整

会
議
は
、
地
域
医
療
を
守
る
役

割
の
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

職
員
の
離
職
・
転
職
を
防
ぎ
、

人
を
守
る
政
策
を
お
願
い
し
た

い
と
申
し
入
れ
た
。

　

地
域
医
療
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
は
、
公
立
病
院
の
公
設
公

営
を
基
本
と
し
て
堅
持
す
る
こ

と
、
ま
た
経
営
形
態
の
変
更
を

契
機
と
し
て
賃
金・労
働
条
件
の

不
利
益
変
更
が
生
じ
な
い
よ
う
、

県
と
し
て
適
切
に
指
導
す
る
こ

と
を
求
め
た
。
と
り
わ
け
、
赤

穂
市
で
進
め
ら
れ
て
い
る
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
動
き
に
つ

い
て
は
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘

す
る
と
と
も
に
、
県
と
し
て
強

い
助
言
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

県
か
ら
は
「
こ
の
動
き
は
無
視

で
き
な
い
、
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
で
議
論
に
な
る
内
容
で
、

注
視
し
て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

　

国
の
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま

れ
た
医
療
機
関
の
賃
上
げ
・
物

価
高
騰
対
応
事
業
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
へ
の
通
知
方
法

な
ど
を
め
ぐ
り
県
と
協
議
を

行
っ
た
。
期
間
が
定
め
ら
れ
て

い
る
事
業
で
あ
り
、
直
接
病
院

の
事
務
担
当
者
へ
通
知
が
届
く

よ
う
な
方
法
で
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
再
度

要
請
し
た
。

経
営
悪
化
へ
の
対
応
求
め
る

物
価
高
対
応
は
丁
寧
な
周
知
を

衛
生
医
療
評

申
し
入
れ
行
動

労組、市民、野党の共闘重要
総選挙後の憲法課題を意思統一

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

３
点
を
中
心
に
訴
え
る
衛

生
医
療
幹
事
メ
ン
バ
ー

「改憲発議をさせてはいけない」と訴える清水さん

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
対
応
指
針

理
解
深
め
る
学
習
会


